新たに樹立した子宮体癌培養株を免疫原として作成したモノクローナル抗体についての免疫組織学的検討 by 弓立 環 et al.
一　797　一
東医大誌49（5）：797～799，1991
第27回
東京医科大学内分泌代謝研究会
日　　時　平成3年5月28日（火），午後5時
会場東京医科大学病院6階第1会議室
当番幹事：内科学教室第三講座
　2．　血液透析患老の血中PTHの変動と活性
　　　　型V．D療法の意義
　　（人工臓器部）高江喜久郎
　維持血液透析患者の二次性副甲状腺機能特進症
（高PTH血症）は数多く，骨代謝とも関連した重
要な合併症である。血中のPTHの変動を観察す
ると共に，V．Dの活性型の内服療法によって功を
奏した症例報告を中心に関連性のあるカルシウム
および燐の血中濃度とカルシトニソの関係につい
て解析を加えた。
　1）活性型V．DによりPTHの濃度減少の効果
　　　がみられた。
　2）活性型V．D投与で血中カルシウム濃度の上
　　　昇をきたすため投与法の工夫。
　3）血中PTHが透析患者で燐およびカルシウ
　　　ム濃度への影響を反映するか。
　4）石灰異所沈着をカルシトニンとPTHのバ
　　　ランス関係で予防を示唆する。
　1．　皮膚骨腫を認めた一例
　　（内科学第三）　稲村　恒明，福田　俊明，
　　　　須田　成彦，金沢　真雄，能登谷洋子，
　　　　伊藤　久雄
　　（皮膚科学）　小林早由美，大井綱郎
　皮下に石灰沈着を認め，生検にて皮膚骨腫と
診断した症例を経験したので報告する。
　症例は52才女性，右肘関節部の疹痛，右手指の
しびれ感を主訴として近医受診。単純レ線にて肘
関節部皮下組織に石灰沈着を認め，副甲状腺機能
精査目的にて本院内科入院。入院時現症では身長
145cm，体重71kg。皮膚には腫瘤，硬結を認めず，
その他理学的所見にも特別な異常は認めない。一
般検査では，血清Ca　8．5，P3．1mEq／2，尿中Ca
排泄0．13，P排泄0．31g／日であった。　PTHはC端，
N端抗体による測定とも正常値であった。％TRP，
Eeesworth　Howard試験は正常値であり，副甲状
腺機能及びPTHに対する腎の反応性は正常と推定
された。レ線所見では上下肢及び腰部皮下に石灰
沈着を認めたが，中手骨，中足骨の短縮はみなか
った。皮膚生検で，脂肪織内に層状構造を持つ骨
組織と骨細胞を認め，Osteoma　Cutisと診断した。
3．　新たに樹立した子宮体癌培養株を免疫原
　　　として作成したモノクローナル抗体につ
　　いての免疫組織学的検討
　（産婦人科学）　弓立　　環，鈴木　良知，
　　舟山　　仁，鈴木　康伸，井坂　恵一，
　　高山　雅臣
　子宮体癌患者（中分化型腺癌）より新たに樹立
した培養株を免疫原として，本培養株と免疫学的
に反応する3種のモノクローナルハイブリドーマ
1D4，3H2，4B6を作成した。サブクラスはそれ
ぞれlgM，　IgG1，IgG1であり，抗原決定基は3
者ともペプタイドと考えられた。免疫組織学的に
モノクローーナル抗体3H2，4B6は本培養株以外の
体癌培養株及び正常子宮内膜より分離培養した腺
細胞に染色されたが，1D4は培養腺細胞では染色
されず体癌培養株にのみ染色された。これよりハ
イブリドーマ1D4は子宮体癌細胞に特異的に反
応するモノクローナル抗体を産生すると考えられ，
新たな腫瘍マーカーの可能性が示唆された。
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